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指導法の見直し研修

ねらい

変化の激しい現代において、部下や後輩の意欲を高め、主体的な行動を引き出すた
めの最新の指導技術を習得します。これまでの自身の成功体験に基づく「教え方の癖
（バイアス）」を見直し、相手の価値観や世代間ギャップを尊重したコミュニケーションへ
とアップデートすることを目的とします。心理的安全性に基づいた信頼関係を構築し、
GROWモデル等のコーチング手法を活用することで、指示待ちから「自ら考えて動く人
材」への育成力を養います

対象 管理職・リーダー層・OJT担当者（中堅社員）

所要時間 3時間

プログラム 項目 手法

指導のマインドセットと
信頼構築

・指示・命令型から「支援・対話型」指導へ
の役割転換
・世代間ギャップの理解と心理的安全性の
高め方

講義
ワーク

自律を促す！
問いかけと目標設定術

・自律的思考を促す「GROWモデル」による
対話法
・納得感を生み、成長を支援する「ストレッチ
ゴール」の設定

講義
ワーク

実践！行動変容を導く
フィードバック

・「アイ・メッセージ」を用いた建設的な伝え方
の見直し
・部下の潜在能力を引き出す「承認」と「期
待」の効果

講義
実習

※プログラムや項目は、貴社と打ち合わせしながら、変更してまいります。

【プログラム例】
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